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7月 第 3・ 5週 の 主 日 ネL拝 鋭 孝気要 約

7月 16日 :マ ダイ幅音書  6:25-34.

『 煩 悩 』

。7月 30曰 :マ タイ輻音書  7:7… 12

『  実践 倫 1理  』

(7月 23日 の要約 は 、代 務者 日の ためあ りませ ん 。)

夜笠病院教会  |1気師 官原晃一 IIIト



≪ 煩  '悩  》

自分の命のことで何を食べようか、何を飲 もうかと、また体のこと

で何を着ようかと思い煩 うな c命は食べ物よりも大切であり、体は薇

服よりも大切ではないか。       (マ タイ幅音書 6:25)

あなたがたの人の父は、これらのものがみな、あなたがたに ,烙要な

ことをご存じである。まず神の国と神の義とを求めな`さい。そうすれ

ばこれらのものはみな添えて (加 えて )与 えられる。 (同 6:33)

イエスの説教 を聞 くために “山上 "ま で追随した人マに向かって、あな

たがたは「思い煩 うな 」と説 くのは静あろう、綸要な :キタ資の “供給源
"で

ある神の、その独 ↓)子 です。天地の造 :,主 (ご 自身 )が被造物を養 うのは

ごく自然なことであり、当然のことであると。

倉llせ記の第 1章 で、アダムとイプは “労せず して '欽食にありつけまし

た。しか し、神からそこを追い出される段になると、それ以降、彼らは自

分で努力をして
｀̀額 に汗 して "衣食住を獲得することを命 じられます。

今、イエスの眼前にいる人マはそ√|(失楽園の )時 からずっと、自力で

人生を、日常生活をや りくりしてきた (と 信 ビた )人 々の子孫です。けれ

どもイエスはその人々に対 して “信仰の稀薄な者逹 "と 呼び掛けています。

さらに、不足を補 うためには、「神の国と神の義とを求めよ」と勧めてい

るのです。一体 どうい うことでしょう。

使徒パウロは第 2テ サロニケ書の 3章 で、 `=働かざる者、食 うべからず ''

とい う、人類史上の有名な警告を発 しています。それはアダムとイプの子

孫の人間であるかざり当然のこととして。神の国と神の義とを求めるまで

もな く、働かない者は “食 うべからず "と 。後代の一部の宗教改革者の意

見とも同 じです。さらに、この使徒の警告は、「 主イエス・キリストにあ

って命 じ勧め (同 3章 12節 )」 てヽヽそのだと。

キリストがいつどこでそうおっしやつたのかは定がではあ
l,ま せんが 、

イエスの出上の説教 とは、あさらかに主張が食い違 うのです。どこか “異

教の "響 きさえ感 じられるのが使徒のこの書簡に綴られた言葉です。
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一 :ケ 、イエスは利(ID所でこんなこ l」 を語っていまず。

朽ちる食べ物の ′Lめ ではな く、いつまでもとどまって永遠の命に至

る′をべ物のために働 きなさヽヽ 。これこそ、人の子 (イ エス・キ リスト )

があなたがたに与 :Lる 食べ物であ′|::)。   (ョ ハネ福音書 6:27)

迅い煩 う人間にとっては、この上 t｀ く有難いメッセージです。造 り主は

被 1造 物が飢えることをけっして望んではいないのです。これは間違いな く
“神の義 "の 中に含まれています。メ、間を “永遠の命に至らせること '・ が

神の究極の目的だからです。ただ、 :こ でィェスは今度は “働 きなさい "

と語 りかけています。しか し、働 く11と により今生の飢えを満たすのでは

な く、永遠の命 を得 るためにこそ、働 くのです 。使徒にはけっして言えな

い言葉です。もちろんこの労働は、神の同労者 となることを意味 します。

そ うなったときに人 :司 は、もう思い煩 うことはな くなっているのです。

≪ 実践倫理  》

本 日の聖書箇所の最後の言葉 (7:7)は 、、ヽわいる黄金律 と呼ばれる
ものです。これによ (似 たものが福‐:テ書 よりも50()年 ほど前の文書であ
る中国の論語に記 された孔子の警旬にあ ります。「 己の欲せざるところは

人に施すことなかれ 」とい う言葉です。さらに苦 くからあるものとして、

プログラム下に引用 t´ たのが「 ソロモンの後言 」にある言葉です。

あなたを憎む者 1が 飢えているなちパンを食べ させ 、渇いているなら水

を飲 ませ よ。こうしてあなたは彼の :1ミ に炭火を積み、主はあなたに幸|えいて

くだ さる。 (蔵 言 215:21)

孔子もソロモンもキリストとは異■`る純然たる・ 人間 "です。彼らの言
説 もまた、時代 をさいのばれば矛:|の誰かが発 してぃた言葉であった可能性

は否めません。一方、今日の福音書のキリス トの言葉は、これとは似て非

なる言葉です。そこにネガティブな」i県素は全 くあり古せん。この言葉をギ
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リシャ語原文から直訳すると、「 人々にしてほしヽ` と思 うことは、何で
｀
も

人々に対 しそうしなさい 」となります。こちらは “施すなかれ
"で も7rけ

れば、行為の結果として “報われる 'た めでもありません。キリス トはこ

れこそが “律法 と預言者 "であると。つまり神の理想形なのだと。それが

神の御 旨の実践であるのなら、同時に “愛の実践
"で もあるはずです (:

ただ人間は神ではあり,ま せん。他者に対 し無尽蔵の受を注ぐことはもと

より不可能です。神の力を借 りることを厭わないことも大切です。では、

そのためにどうすれば良いのでしよう。

求めなさ、ヽ 。そうすれば与えられる。探 しなさ、ヽ・。そうすれば見つ

かる。'Pき なさぃ、そうすれば開かれる。誰でも、ボ
めるものは受け、

探す者は見つけ、口Fく 者には開かれる。 (マ タイ福音書 7:7-8)

愛の実践のためには “神からの供給
・'も 欠かせません。神の愛の業は神

と人との分業によってこそ成し遂げられることが 、神力`らの申し出として、

上記の如 く黄金律の直前に告げられているのです。空度の子供に石 を与え

る親がいないのも、造 り主である神 と被迪物である人間との関係が、人間

の親子関係にそのまま移譲 されているからなのかもしれません。

さて、“黄金律 "は 出上の説教の最終章に出て くる言葉ですが、次の 8

章の始まりに、「 イエスが出から下 りられると、大勢の群衆が付いて来た 」

とあることから、彼 らがイエスの歴史的説教 を耳にした無名の聰衆であっ

たことは間違いありません。イエスの聰衆とは、何か自分の人生に問題を

抱えていたり、また多くの場合が「 空腹 」とい う抜 き差しならない状況に

陥っていた人々でした。彼らの空腹 を満たす時には、イエスは聰衆に、彼

らの所持する僅かばか りの食物の提供を嗜びかけ、祈りをささげ、これを

もとに 5+人 もの人々の空腹を満たしたことがあ りました。

西暦 909年 に創設されたブルゴーニュのグリュニー修道院では貧者の

救済のための給食が施され、時には 1日 に 5千人 をはるかに上回る給食が

提供 されたこともあったそうです。神と人 との分業のなせる業でした。
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